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・「-」は皆無
かいむ

又
また

は該当
がいとう

数値
すうち

なしのもの、「＊」は該当
がいとう

数値
すうち

が不詳
ふしょう

又
また

は不明
ふめい

なものを示す
しめ 

。 

・比率
ひりつ

の単位
たんい

は「％」、実数
じっすう

の単位
たんい

は「人
にん

」である。 

・比率
ひりつ

は 小
しょう

数点
すうてん

以下
い か

第
だい

２位
い

を四捨五入
ししゃごにゅう

しているため、内訳
うちわけ

の計
けい

と合計
ごうけい

は必 ず
かなら  

しも一致
いっち

しない。 

・平成
へいせい

30年度
ねんど

までは調査員
ちょうさいん

の面接
めんせつ

聞き
き  

取り
と  

による他計式
たけいしき

調査
ちょうさ

としていたが、今回
こんかい

調査
ちょうさ

は郵送
ゆうそう

・インターネットによる自計式
じけいしき

調査
ちょうさ

を原則
げんそく

と

し、調査
ちょうさ

対 象 者
たいしょうしゃ

から希望
きぼう

があった場合
ばあい

のみ調査員
ちょうさいん

による面接
めんせつ

聞き取り
き  と  

による調査
ちょうさ

方法
ほうほう

とした。 

・百 分 率
ひゃくぶんりつ

は 少
しょう

数点
すうてん

以下
い か

第
だい

２位
い

を四捨五入
ししゃごにゅう

してあるため、総数
そうすう

と内訳
うちわけ

の合計
ごうけい

は必ず
かなら 

しも一致
いっち

しない。 

 

○身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

（2,669人
にん

）、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

（864人
にん

）、精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

（871人
にん

）、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

（1,075人
にん

） 

の回答
かいとう

状 況
じょうきょう

 

1 回答者
かいとうしゃ

の状 況
じょうきょう

 

（１）年齢
ねんれい

階級
かいきゅう

 

回答者
かいとうしゃ

の年齢
ねんれい

階級
かいきゅう

をみると、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

は「80歳
さい

以上
いじょう

」の割合
わりあい

が 26.9％、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は、「20

～29歳
さい

」が 32.8％、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は「50～59歳
さい

」が 28.9％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は「50～59歳
さい

」が 21.3％で、

それぞれ最も
もっと 

高く
た か  

なっている。 

「60～69歳
さい

」「70～79歳
さい

」「80歳
さい

以上
いじょう

」を合
あ

わせた「60歳
さい

以上
いじょう

」の割合
わりあい

は、平成
へいせい

30年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

と比較
ひ か く

し

て身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

が 5.7％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

が 8.2％減
げん

少
しょう

し、それぞれ 68.2％、53.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査
ちょうさ

結果
け っ か

の概要
がいよう
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（２）住まい
す   

の状 況
じょうきょう

 

① 現在
げんざい

の生活
せいかつ

の場
ば

 

現在
げんざい

の生活
せいかつ

の場
ば

について聞いた
き   

ところ、「自宅
じ た く

で生活
せいかつ

している」割合
わりあい

は、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

が 95.4％、

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

が 91.6％、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

が 98.5％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

が 98.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注
ちゅう

１）※1は、平成
へいせい

25年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

では「在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

している（福祉
ふ く し

ホーム、グループホーム、ケアホームを含む
ふ く  

）」としていた。 

（注
ちゅう

２）※2は、平成
へいせい

25年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

では「在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

している（福祉
ふ く し

ホーム、ケアホームを含む
ふ く  

）」としていた。 

（注
ちゅう

３）※3は、平成
へいせい

25年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

では「在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

している（福祉
ふ く し

ホーム、ケアホームを含む
ふ く  

）」、平成
へいせい

30年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

では「在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

している

（福祉
ふ く し

ホームを含む
ふ く  

）」としていた。 

  

91.6 

91.2 

91.7

8.3 

7.6 

8.3

0.1 

1.2 

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（864人）

平成30年度

（760人）

平成25年度

（810人）

自分の家で生活している

（福祉ホーム、グループホームを含む） ※1 

施設に

入所している

無回答
知的障害者

95.4 

94.9 

96.6

4.3 

4.9 

3.3

0.4 

0.2 

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（2,669人）

平成30年度

（2,490人）

平成25年度

（2,659人）

自宅で生活している

（福祉ホーム、グループホームを含む） ※1

施設に

入所している
無回答

身体障害者

98.5 

97.8 

94.8

1.5 

2.0 

5.2

-

0.2

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（871人）

平成30年度

（499人）

平成25年度

（537人）

自宅で生活している

（グループホームを含む） ※２

施設等（病院を含む）に

入所、入院している

無回答
精神障害者

98.8 

95.8 

97.6

0.6 

2.9 

1.2

0.7 

1.3 

1.3

-

-

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（1,075人）

平成30年度

（899人）

平成25年度

（1,034人）

自宅で生活している

（福祉ホーム、グループホームを含む） ※３

施設に

入所している

無回答
難病患者

医療機関に

入院している



3 

 

② 住居
じゅうきょ

の種類
しゅるい

 

自宅
じ た く

で生活
せいかつ

している人
ひと

の住居
じゅうきょ

の種類
しゅるい

を、「持家
もちいえ

」か「借家
しゃくや

・賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

等
とう

」で分ける
わ   

と、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

及
およ

び難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は「持家
もちいえ

」の割合
わりあい

の方
ほう

が高く
た か  

なっている（63.9％、56.5％、

71.2％）。一方
いっぽう

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は「持家
もちいえ

」が 42.9％、「借家
しゃくや

・賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

等
とう

」が 53.5％と「借家
しゃくや

・賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

等
とう

」の割合
わりあい

の方
ほう

が高く
た か  

なっている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注
ちゅう

１）家族
か ぞ く

名義
め い ぎ

の家
いえ

に住んで
す   

いる場合
ば あ い

も「持家
もちいえ

」としているため、障害者
しょうがいしゃ

本人
ほんにん

の持家
もちいえ

とは限ら
か ぎ  

ない。 

（注
ちゅう

２）※１、２は、「福祉
ふ く し

ホーム、グループホーム、重度
じゅうど

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

グループホーム」である。なお、※２は平成
へいせい

30年度
ね ん ど

では「グループホー

ム」としていた。 

（注
ちゅう

３）※３は、「福祉
ふ く し

ホーム、グループホーム」である。 

（注
ちゅう

４）※４は、「福祉
ふ く し

ホーム、グループホーム」である。なお、平成
へいせい

30年度
ね ん ど

では「福祉
ふ く し

ホーム、グループホーム、重度
じゅうど

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

グループホ

ーム」としていた。また、平成
へいせい

25年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

では、※１～※４の選択肢
せんたくし

にそれぞれケアホームが含ま
ふ く  

れていた。  

39.4 

38.2 

42.9 

17.1 

15.2 

17.1 

10.2 

14.0 

11.4 

1.9 

3.5 

3.2 

1.1 

1.3 

1.2 

12.0 

12.6 

10.8 

0.3 

0.6 

0.4 

0.6 

0.9 

1.2 

13.4 

11.5 

9.7 

0.6 

0.7 

0.5 

3.3 

1.6 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（791人）

平成30年度

（693人）

平成25年度

（743人）

※２ 無回答その他あなたや家族

が持っている

家（一戸建て）

※１

社宅などの

給与住宅
間借り民間賃貸住宅

（アパート、マン

ションなど）

民間賃貸住宅

(一戸建て)
都市再生機構・公社

などの公的賃貸住宅

公営賃貸住宅
（都営住宅、区営住

宅、市営住宅など）

持家(分譲

マンション等)

知的障害者
持家 56.5 借家・賃貸住宅等 26.2 

43.4 

47.7 

48.2 

20.5 

16.0 

15.5 

9.1 

13.2 

13.3 

5.5 

3.9 

5.1 

1.3 

1.6 

1.8 

15.8 

14.5 

13.2 

0.4 

0.4 

0.6 

0.6 

0.4 

0.5 

1.6 

0.9 

0.3 

0.6 

0.0 

0.3 

1.3 

1.4 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（2,545人）

平成30年度

（2,363人）

平成25年度

（2,568人）

※１ 無回答その他持家

(一戸建て)

社宅などの

給与住宅

間借り民間賃貸住宅

(共同住宅)

民間賃貸住宅

(一戸建て)

都市再生機構・

公社などの

公的賃貸住宅

都・区市町村の

公営賃貸住宅

持家(分譲

マンション等)

身体障害者 持家 63.9 借家・賃貸住宅等 32.7 

28.7 

29.5 

27.7 

14.2 

10.0 

10.4 

12.4 

12.9 

13.4 

5.5 

3.9 

4.5 

1.6 

1.6 

2.4 

32.8 

37.3 

36.0 

0.6 

0.6 

0.8 

0.7 

1.2 

0.6 

2.2 

1.4 

3.1 

0.5 

0.2 

0.8 

0.9 

1.2 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（858人）

平成30年度

（488人）

平成25年度

（509人）

※３ 無回答その他持家

(一戸建て)
社宅などの

給与住宅
間借り民間賃貸住宅

(共同住宅)

民間賃貸住宅

(一戸建て)

都市再生機構・公社

などの公的賃貸住宅

都・区市町村の

公営賃貸住宅
持家(分譲

マンション等)

精神障害者
持家 42.9 借家・賃貸住宅等 53.5

47.7 

48.1 

51.0 

23.4 

21.6 

19.2 

3.2 

6.6 

8.7 

4.1 

3.9 

4.1 

1.4 

0.6 

1.2 

17.1 

16.7 

12.5 

0.5 

-

0.4 

0.4 

1.3 

1.5 

0.2 

0.3 

-

0.5 

-

1.0 

1.4 

0.8 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（1,062人）

平成30年度

（861人）

平成25年度

（1,009人）

※4 無回答その他持家

(一戸建て)
社宅などの

給与住宅
間借り民間賃貸住宅

(共同住宅)

民間賃貸住宅

(一戸建て)

都市再生機構・公社

などの公的賃貸住宅

都・区市町村の

公営賃貸住宅

持家(分譲

マンション等)

難病患者
持家 71.2 借家・賃貸住宅等 26.7
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③ 一緒
いっしょ

に生活
せいかつ

している人
ひと

〔複数
ふくすう

回答
かいとう

〕 

自宅
じ た く

で生活
せいかつ

している人
ひと

に、現在
げんざい

一緒
いっしょ

に生活
せいかつ

している人
ひと

を聞い
き  

たところ、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は「配偶者
はいぐうしゃ

」の割合
わりあい

が最も
もっと 

高く
た か  

（48.5％、60.5％）、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は「親
おや

」が 75.2％、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は

「一人
ひ と り

で暮らし
く   

ている」が 37.5％と最も
もっと 

高く
た か  

なっている。次
つ

いで、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は

「子供
こ ど も

」の割合
わりあい

が高く
た か  

（25.7％、37.1％）、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は「兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

」が 31.6％、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は

「親
おや

」が 36.2％となっている。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.0 

48.5 

25.7 

6.7 

2.3 2.0 

23.6 

2.3 

13.6 

47.8 

27.6 

5.3 4.4 
1.5 

25.3 

1.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

親 配
偶
者

子
供

兄
弟
姉
妹

そ
の
他
の
親
族

そ
の
他

一
人
で
暮
ら
し
て
い
る

無
回
答

令和5年度（2,545人）

平成30年度（2,363人）

身体障害者

75.2 

2.1 0.6 

31.6 

4.7 

9.2 
7.2 

4.7 

76.2 

2.5 1.0 

34.5 

7.4 
9.5 

7.2 

2.0 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

親 配
偶
者

子
供

兄
弟
姉
妹

そ
の
他
の
親
族

そ
の
他

一
人
で
暮
ら
し
て
い
る

無
回
答

令和5年度（791人）

平成30年度（693人）

知的障害者

36.2 

17.8 

8.6 

13.1 

1.9 3.1 

37.5 

1.5 

34.8 

23.8 

14.8 
11.5 

2.7 1.8 

34.0 

0.8 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

親 配
偶
者

子
供

兄
弟
姉
妹

そ
の
他
の
親
族

そ
の
他

一
人
で
暮
ら
し
て
い
る

無
回
答

令和5年度（858人）

平成30年度（488人）

精神障害者

13.2 

60.5 

37.1 

5.6 
3.2 0.9 

17.9 

1.6 

11.6 

62.3 

37.7 

5.0 3.6 
1.0 

18.9 

1.0 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

親 配
偶
者

子
供

兄
弟
姉
妹

そ
の
他
の
親
族

そ
の
他

一
人
で
暮
ら
し
て
い
る

無
回
答

令和5年度（1,062人）

平成30年度（861人）

難病患者
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④ 主
おも

な介護者
かいごしゃ

（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

）と主
おも

な支援者
しえんしゃ

（精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

） 

自宅
じ た く

で生活
せいかつ

している人
ひと

に、主
おも

な介護者
かいごしゃ

は誰
だれ

かを聞
き

いたところ、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は

「介護者
かいごしゃ

はいない」の割合
わりあい

が最も
もっと 

高く
た か  

（30.7％、54.5％）、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は「母親
ははおや

」の割合
わりあい

が

47.9％と最も
もっと 

高く
た か  

なっている。また、自宅
じ た く

で生活
せいかつ

している精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

に主
おも

な支援者
しえんしゃ

は誰
だれ

かを聞
き

い

たところ、「母親
ははおや

」の割合
わりあい

が 26.7％と最も
もっと 

高く
た か  

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成
へいせい

30年度
ね ん ど

は主
おも

な支援者
しえんしゃ

についての設問
せつもん

は設けて
もう       

いなかった。 

 

  

1.2 

7.7 

26.4 

9.4 

2.3 

0.2 

6.1 

0.6 

30.7 

15.3 

0.9

7.1

26.2

9.9

1.7 0.4 ＊

4.6

45.0

4.2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

父
親

母
親

配
偶
者

子
供

兄
弟
姉
妹

そ
の
他
の
親
族

事
業
者(

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
）

※
１

そ
の
他

介
護
者
は
い
な
い

無
回
答

令和5年度（2,545人）

平成30年度（2,363人）

身体障害者

6.7

47.9

0.8 -

3.2

0.9

10.7

0.3

22.9

6.7
5.9

55.3

1.0 -
3.0

1.3 ＊

7.9

21.6

3.9

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

父
親

母
親

配
偶
者

子
供

兄
弟
姉
妹

そ
の
他
の
親
族

事
業
者(

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
）

※
１

そ
の
他

介
護
者
は
い
な
い

無
回
答

令和5年度（791人）

平成30年度（693人）

知的障害者

8.3 

26.7 

13.8 

1.4 

5.2 

0.3 

5.0 
7.1 

3.7 

23.4 

5.0 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

父
親

母
親

配
偶
者

子
供

兄
弟
姉
妹

そ
の
他
の
親
族

主
治
医

事
業
者(

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
）

そ
の
他

支
援
者
は
い
な
い

無
回
答

精神障害者

（858人）

精神障害者

0.2 
2.2 

27.6 

7.2 

1.4 
-

2.1 0.7 

54.5 

4.2 

0.3
2.4

26.9

6.0

1.3 0.2 ＊
1.6

57.7

3.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

父
親

母
親

配
偶
者

子
供

兄
弟
姉
妹

そ
の
他
の
親
族

事
業
者(

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
）

※
１

そ
の
他

介
護
者
は
い
な
い

無
回
答

令和5年度（1,062人）

平成30年度（861人）

難病患者
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⑤ 将来
しょうらい

どこで暮らし
く   

たいか 

将来
しょうらい

どこで暮
く

らしたいと思う
お も  

か聞
き

いたところ、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は「家族
か ぞ く

と一緒
いっしょ

に暮
く

らしたい」の割合
わりあい

が最も
もっと 

高く
た か  

（45.1％、41.0％、56.5％）、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は「一人暮らし
ひ と り ぐ   

を

したい（またはパートナーと暮
く

らしたい）」が 40.1％と最も
もっと 

高く
た か  

なっている。また、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は

「グループホームでずっと暮
く

らしたい」の割合
わりあい

が 16.2％となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）収 入
しゅうにゅう

の状 況
じょうきょう

 

① 収 入
しゅうにゅう

の種類
しゅるい

（主
おも 

なもの） 

令和
れ い わ

４年中
ねんちゅう

の収 入
しゅうにゅう

の種類
しゅるい

（主
おも

なもの）を聞
き

いたところ、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

のいずれも「年金
ねんきん

・恩給
おんきゅう

」の割合
わりあい

が最も
もっと 

高く
た か  

（53.1％、39.7％、27.7％、

34.4％）、次
つ

いで「賃金
ちんぎん

・給 料
きゅうりょう

」となっている（19.9％、24.3％、23.2％、32.2％）。 

 

  
 

総
数

 
賃
金
・
給
料

 
事
業
所
得

 
内
職
収
入

 
家
賃
・
地
代

 
利
子
・
配
当

 
仕
送
り
・
小
遣
い

 
養
育
費
・
慰
謝
料

 
年
金
・
恩
給

 
生
活
保
護
費

 
手
当

 
雇
用
保
険

 
保
険
金
・
補
償
金

 
作
業
所
等
の
工
賃

 
そ
の
他
の
収
入

 
収
入
は
な
か

っ
た

 
無
回
答

100.0 19.9 1.6 - 1.3 0.1 0.4 0.0 53.1 3.3 1.8 0.1 0.3 0.6 0.4 3.9 12.9

(2,669)

100.0 24.3 0.2 - - 0.3 1.7 - 39.7 2.4 4.9 0.2 0.1 6.0 0.2 5.7 14.1

(864)

100.0 23.2 0.8 0.5 0.7 0.1 3.2 0.1 27.7 16.3 1.1 0.3 0.2 1.7 0.6 4.2 19.2

(871)

100.0 32.2 3.2 0.1 1.9 0.1 2.0 - 34.4 1.2 1.8 0.4 0.1 0.1 0.8 4.4 17.5

(1,075)

身体障害者

知的障害者

精神障害者

難病患者

6.6 

45.1 

2.2 
0.6 

19.7 

0.5 

13.6 
11.5 9.5 

41.0 

16.2 

2.5 

9.8 

0.6 

15.2 

5.2 
3.4 

33.2 

2.1 1.8 

40.1 

1.5 

16.2 

1.7 
4.0 

56.5 

0.2 0.7 

22.9 

0.7 

12.6 

2.5 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

入
所
施
設
で
暮
ら
し
た
い

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
ず
っ
と

暮
ら
し
た
い

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
支
援
を
受
け
た
後
、

一
人
暮
ら
し
を
し
た
い

（
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
暮
ら
し
た
い
）

一
人
暮
ら
し
を
し
た
い

（
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
暮
ら
し
た
い
）

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

身体障害者（2,669人)

知的障害者（864人)

精神障害者（871人)

難病患者（1,075人)
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② 年間
ねんかん

収 入
しゅうにゅう

額
がく

（生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

を除く
の ぞ  

） 

令和
れ い わ

４年度中
 ねんどちゅう

の収 入
しゅうにゅう

額
がく

（生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

を除く
の ぞ  

）を聞いた
き   

ところ、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は「50～100万円
まんえん

未満
み ま ん

」の割合
わりあい

が最も
もっと 

高く
た か  

（17.8％、22.8％、14.6％）、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は

「100～150万円
まんえん

未満
み ま ん

」の割合
わりあい

が 22.7％と最も
もっと 

高く
た か  

なっている。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

5.8 

5.8 

7.1 

7.3 

9.5 

9.6 

17.8 

18.8 

19.2 

14.7 

15.5 

15.3 

11.2 

11.0 

9.8 

9.6 

9.4 

10.6 

6.2 

6.5 

6.9 

6.6 

6.5 

6.5 

4.8 

3.4 

3.9 

2.9 

2.2 

2.2 

1.6 

1.3 

1.0 

4.0 

3.4 

3.0 

7.5 

6.6 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（2,669人）

平成30年度

（2,490人）

平成25年度

（2,659人）

400～

500万円

未満

無回答収入なし 300～

400万円

未満

250～

300万円

未満

200～

250万円

未満

150～

200万円

未満

100～

150万円

未満

50～

100万円

未満

50万円

未満

身体障害者

500～

600万円

未満

600～

700万円

未満

700万円

以上

6.9 

7.2 

6.6 

8.7 

10.2 

13.5 

14.6 

17.7 

22.3 

11.2 

11.2 

11.3 

6.9 

7.9 

9.2 

9.0 

10.7 

9.1 

7.8 

6.2 

5.8 

9.1 

7.9 

7.4 

6.0 

4.8 

3.6 

4.9 

3.1 

2.5 

3.2 

2.8 

2.4 

8.2 

5.6 

4.3 

3.5 

4.7 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（1,075人）

平成30年度

（899人）

平成25年度

（1,034人）

400～

500万円

未満

無回答収入

なし

300～

400万円

未満

250～

300万円

未満

200～

250万円

未満

150～

200万円

未満

100～

150万円

未満

50～

100万円

未満

50万円

未満

難病患者

500～

600万円

未満

600～

700万円

未満

700万円

以上

6.7 

7.4 

6.9 

12.7 

12.1 

11.7 

22.6 

27.0 

30.2 

22.7 

21.6 

23.1 

11.1 

13.4 

13.5 

8.9 

6.8 

6.5 

2.8 

1.6 

1.7 

2.1 

0.8 

0.9 

10.4 

9.3 

5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（864人）

平成30年度

（760人）

平成25年度

（810人）

無回答
収入なし 300万円

以上

250～

300万円

未満

200～

250万円

未満

150～

200万円

未満

100～

150万円

未満

50～

100万円

未満

50万円

未満

知的障害者

16.0 

18.0 

25.3 

12.6 

14.6 

15.1 

22.8 

26.9 

27.7 

14.1 

15.0 

11.2 

10.0 

5.4 

6.1 

6.0 

5.0 

3.4 

4.0 

2.8 

1.7 

6.4 

5.8 

3.9 

8.0 

6.4 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（871人）

平成30年度

（499人）

平成25年度

（537人）

無回答収入なし 300万円

以上

250～

300万円

未満

200～

250万円

未満

150～

200万円

未満

100～

150万円

未満

50～

100万円

未満

50万円

未満

精神障害者
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２ 障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

、健康
けんこう

・医療
いりょう

 

（１）障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の等級
とうきゅう

、程度
て い ど

（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、愛
あい

の手帳
てちょう

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

） 

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

に記載
き さ い

された障害
しょうがい

の等級
とうきゅう

及び
お よ  

程度
て い ど

を聞
き

いたところ、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

の手帳
てちょう

の総合
そうごう

等級
とうきゅう

は「１級
きゅう

」の割合
わりあい

が 33.2％で最も
もっと 

高く
た か  

、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の手帳
てちょう

（愛
あい

の手帳
てちょう

）の程度
て い ど

は「４度
ど

」が

44.6％で最も
もっと 

高く
た か  

なっている。精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の手帳
てちょう

の等級
とうきゅう

は「２級
きゅう

」が 51.5％で最も
もっと 

高く
た か  

なってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.2 

34.7 

35.1 

17.4 

16.2 

16.7 

16.1 

17.1 

18.4 

21.8 

20.2 

19.0 

5.1 

4.4 

4.6 

6.0 

5.9 

6.0 

0.3 

1.5 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（2,669人）

平成30年度

（2,490人）

平成25年度

（2,659人）

５級 無回答４級３級２級１級

身体障害者

６級

4.2 

5.4 

3.8 

26.9 

25.1 

27.8 

22.8 

21.4 

22.6 

44.6 

46.4 

45.8 

1.6 

1.6 

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（864人）

平成30年度

（760人）

平成25年度

（810人）

無回答
１度 ４度３度２度

知的障害者

4.4 

3.6 

8.0 

51.5 

46.9 

49.7 

43.4 

47.9 

42.3 

0.7 

1.6 

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（871人）

平成30年度

（499人）

平成25年度

（537人）

無回答３級２級１級

精神障害者
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（２）医療
いりょう

機関
き か ん

の受診
じゅしん

状 況
じょうきょう

 

① 過去
か こ

１年間
   ねんかん

の受診
じゅしん

の有無
う む

（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

） 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

に、過去
か こ

１年間
   ねんかん

に医療
いりょう

機関
き か ん

を受診
じゅしん

したか聞
き

いたとこ

ろ、「受診
じゅしん

した」人
ひと

の割合
わりあい

は、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

が 94.4％、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は 77.2％、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は 74.9％

となっている。        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注
ちゅう

）精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

のみ精神
せいしん

疾患
しっかん

（てんかんを含む
ふく  

）以外
い が い

の病気
びょうき

やケガなどでの受診
じゅしん

の有無
う む

を聞いて
き   

いる。 

 

 

 

 

 

  

94.4 

91.3 

92.3 

4.8 

7.6 

7.3 

0.8 

1.2 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（2,669人）

平成30年度

（2,490人)

平成25年度

（2,659人)

受診した 受診しなかった 無回答身体障害者

77.2 

80.5 

79.1 

21.5 

18.2 

20.0 

1.3 

1.3 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（864人）

平成30年度

（760人)

平成25年度

（810人)

医者にみてもらった 医者にみて

もらっていない

無回答知的障害者

74.9 

72.5 

72.6 

24.6 

26.1 

25.9 

0.6 

1.4 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（871人）

平成30年度

（499人)

平成25年度

（537人)

医者にかかった 医者にかかっていない 無回答精神障害者
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② 医療費
いりょうひ

助成
じょせい

等
とう

の利用
り よ う

の有無
う む

〔複数
ふくすう

回答
かいとう

〕 

過去
か こ

１年間
   ねんかん

に医療費
いりょうひ

助成
じょせい

等
とう

を利用
り よ う

したか聞
き

いたところ、「心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

医療費
いりょうひ

助成
じょせい

」を利用
り よ う

した

割合
わりあい

は、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

が 28.7％、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は 29.9％となっている。また、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

で「自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

（精神
せいしん

通院
つういん

医療
いりょう

）」を利用
り よ う

した割合
わりあい

は、89.1％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

で「難病
なんびょう

医療費
いりょうひ

等
とう

助成」を利用
り よ う

した割合
わりあい

は、83.6％となっている。 

なお、医療費
いりょうひ

助成
じょせい

等
とう

を「利用
り よ う

しなかった」割合
わりあい

は、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

が 53.3％、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は 46.2％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注
ちゅう

） ※1 は、平成
へいせい

30年度
ね ん ど

は選択肢
せんたくし

を設けて
もう    

いなかった。 

  

28.7 

2.7 3.1 
8.5 

4.2 

53.3 

4.0 

19.2 

2.5 1.8 
6.8 

1.8 

64.8 

4.7 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

自
立
支
援
医
療

（
更
生
医
療
）

自
立
支
援
医
療

（
精
神
通
院
医
療
）

難
病
医
療
費
等
助
成

そ
の
他

利
用
し
な
か
っ
た

無
回
答

令和5年度（2,669人）

平成30年度（2,490人）

身体障害者

29.9 

1.6 

17.5 

1.9 2.3 

46.2 

3.4 

21.7 

0.4 

14.1 

1.1 1.4 

53.8 

8.4 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

自
立
支
援
医
療

（
更
生
医
療
）

自
立
支
援
医
療

（
精
神
通
院
医
療
）

難
病
医
療
費
等
助
成

そ
の
他

利
用
し
な
か
っ
た

無
回
答

令和5年度（864人）

平成30年度（760人）

知的障害者

4.7 2.9 

89.1 

0.9 1.5 

7.2 

1.0 
0.4 0.4 

76.0 

0.8 
1.2 

15.2 

7.0 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

自
立
支
援
医
療

（
更
生
医
療
）

自
立
支
援
医
療

（
精
神
通
院
医
療
）

難
病
医
療
費
等
助
成

そ
の
他

利
用
し
な
か
っ
た

無
回
答

令和5年度（871人）

平成30年度（499人）

精神障害者

6.3 
0.2 

2.9 

83.6 

0.2 0.5 

12.8 

0.2 
1.7 

0.1 1.8 

77.3 

＊
0.9 

15.5 

4.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

自
立
支
援
医
療

（
更
生
医
療
）

自
立
支
援
医
療

（
精
神
通
院
医
療
）

難
病
医
療
費
等
助
成

小
児
慢
性
特
定
疾
病

医
療
費
助
成

※
1

そ
の
他

利
用
し
な
か
っ
た

無
回
答

令和5年度（1,075人）

平成30年度（899人）

難病患者
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③  難病
なんびょう

の症 状
しょうじょう

を抑
おさ

える治
ち

療
りょう

の状 況
じょうきょう

（難病
なんびょう

患者
かんじゃ

） 

難病
なんびょう

の症 状
しょうじょう

を抑える
お さ え る

治療
ちりょう

薬
やく

または治療法
ちりょうほう

による治療
ちりょう

を受
う

けているか聞
き

いたところ、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は

「治療
ちりょう

薬
やく

または治療法
ちりょうほう

があり、治療
ちりょう

を受
う

けている」の割合
わりあい

が 86.6％、「治療
ちりょう

薬
やく

または治療法
ちりょうほう

がまだない」が

10.0％、「治療
ちりょう

薬
やく

または治療法
ちりょうほう

があるが、治療
ちりょう

を受
う

けていない」が 2.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  難病
なんびょう

や薬
くすり

の副作用
ふくさよう

による体
からだ

の状態
じょうたい

の変化
へ ん か

（難病
なんびょう

患者
かんじゃ

） 

難病
なんびょう

や薬
くすり

の副作用
ふくさよう

により、過去
か こ

1
１

年
ねん

の間
あいだ

に体
からだ

の状態
じょうたい

に変化
へ ん か

があったか聞
き

いたところ、それぞれの

回答
かいとう

の割合
わりあい

は「良
よ

くなっている」が 6.0％、「悪
わる

くなっている」が 11.8％、「変化
へ ん か

なし」が 48.7％、となっ

ている。 

また、「悪
わる

くなっている」の割合
わりあい

は、平成
へいせい

25年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

（15.2％）から 3.4ポイント減少
げんしょう

している。 

 

 

  

治療薬または

治療法があり、

治療を受けている

86.6
治療薬または

治療法があるが、

治療を受けていない

2.7

治療薬または

治療法がまだない

10.0

無回答

0.7

難病患者

100％

（1,075人)

11.8 

13.5 

15.2 

48.7 

49.7 

46.5 

6.0 

4.2 

5.2 

24.5 

24.8 

24.5 

8.3 

7.5 

7.8 

0.7 

0.3 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（1,075人）

平成30年度

（899人）

平成25年度

（1,034人）

変化なし わからない 無回答良くなって

いる
悪くなって

いる

難病患者

良くなったり、悪く

なったりの繰り返し
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３ 日常
にちじょう

生活
せいかつ

の状 況
じょうきょう

 

日常
にちじょう

生活
せいかつ

動作
ど う さ

について、自分
じ ぶ ん

一人
ひ と り

でできるかどうか聞いた
き   

ところ、「一部
い ち ぶ

手助け
て だ す  

があればできる」と

「全部
ぜ ん ぶ

手助け
て だ す  

が必要
ひつよう

」を合わせた
あ    

割合
わりあい

が最も
もっと 

高い
た か  

のは、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では「家事
か じ

（調理
ちょうり

・

洗濯
せんたく

・掃除
そ う じ

）をする」で、それぞれ 34.9％、19.3％となっている。知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

では「銀行
ぎんこう

などでの

預金
よ き ん

の出し入れ
だ  い  

」が 71.8％で最も
もっと 

高く
た か  

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

では「掃除
そ う じ

、洗濯
せんたく

」が 34.4％で最も
もっと 

高く
た か  

なってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.pdf

  

76.8 

50.7 

76.0 

70.4 

67.8 

79.1 

73.0 

55.2 

51.9 

69.5 

9.9 

11.7 

8.4 

11.7 

8.3 

10.5 

12.9 

12.7 

12.0 

6.5 

6.2 

11.5 

5.7 

7.6 

8.6 

3.0 

4.9 

10.8 

10.6 

7.7 

6.1 

23.5 

8.4 

9.1 

13.9 

5.9 

7.6 

19.7 

23.8 

15.2 

1.0 

2.7 

1.5 

1.2 

1.4 

1.5 

1.6 

1.6 

1.7 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

a 食事をとる

b 家事（調理・洗濯・掃除）をする

c トイレを使う

d 着替えをする

e 入浴をする

ｆ 寝返りをする

ｇ 家の中を移動する

h 外出する

i 日常の買い物

j 薬の管理

一人で全部できる 一人でできるが

スムーズには

できない

一部手助けが

あればできる

全部手助けが

必要

無回答
身体障害者（2,669人）

34.9

71.2 

21.2 

69.0 

65.9 

60.4 

89.2 

84.5 

45.7 

42.8 

36.2 

21.1 

30.8 

9.8 

10.0 

8.1 

12.5 

8.1 

4.4 

5.8 

9.6 

9.0 

11.0 

5.9 

8.0 

10.9 

25.8 

13.7 

12.3 

14.2 

1.5 

3.1 

20.5 

19.7 

20.0 

13.4 

15.9 

7.2 

40.9 

8.4 

8.7 

16.4 

3.2 

5.3 

23.1 

27.2 

31.5 

58.3 

43.8 

0.9 

2.2 

0.8 

0.7 

0.8 

1.6 

1.3 

1.0 

1.3 

1.3 

1.3 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

a 食事をする

b 家事（調理・洗濯・掃除）をする

c トイレを使う

d 着替えをする

e お風呂に入る

ｆ 寝返りをする

ｇ 家の中を移動する

h 外に出かける

i バス、電車などに乗る

ｊ 買い物をする

ｋ 銀行などでの預金の出し入れ

ｌ 薬の管理

一人で全部できる 一人でできるが

スムーズには

できない

一部手助けが

あればできる

全部手助けが

必要

無回答知的障害者（864人）

71.8
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85.3 

68.5 

84.7 

81.0 

79.3 

85.4 

81.9 

71.2 

69.2 

84.9 

8.7 

10.9 

7.4 

9.4 

9.1 

8.3 

9.5 

12.0 

11.1 

4.2 

3.3 

7.1 

3.7 

4.8 

4.6 

2.7 

4.5 

5.6 

5.9 

3.0 

2.1 

12.3 

3.6 

4.2 

6.6 

3.3 

3.6 

10.8 

13.2 

7.4 

0.5 

1.3 

0.6 

0.6 

0.5 

0.4 

0.6 

0.5 

0.7 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

a 食事をとる

b 家事（調理・洗濯・掃除）をする

c トイレを使う

d 着替えをする

e 入浴をする

ｆ 寝返りをする

ｇ 家の中を移動する

h 外出する

i 日常の買い物

j 薬の管理

一人で全部できる 一人でできるが

スムーズには

できない

一部手助けが

あればできる

全部手助け

が必要

無回答
難病患者（1,075 人）

19.3

42.0 

39.8 

47.9 

55.1 

48.3 

59.0 

54.6 

58.9 

24.3 

24.2 

23.4 

27.0 

24.2 

24.2 

19.4 

21.0 

20.1 

19.3 

15.2 

11.4 

12.9 

7.7 

11.1 

9.0 

12.6 

15.2 

12.2 

5.2 

13.3 

7.7 

13.4 

9.8 

0.9 

1.5 

1.4 

1.4 

1.3 

1.4 

1.4 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

a 食事のしたくや後片付け

b 掃除、洗濯

（干してたたむまでを含む）

c 日常の買い物

d 身だしなみ

e お金の管理

ｆ 薬の管理

（決まった時間に飲むなど）

ｇ 銀行、郵便局等の利用

h バス、電車等の利用

一人で全部できる 体調に波はあるが、

一人でできる

ときの方が多い

体調に波があって、

一人でできる

ときの方が少ない

全部手助け

が必要

無回答精神障害者（871人）

34.4
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４ 就労
しゅうろう

の状 況
じょうきょう

 

（１）収 入
しゅうにゅう

を伴う
ともな 

仕事
し ご と

の有無
う む

 

収 入
しゅうにゅう

を伴う
ともな 

仕事
し ご と

をしているかどうか聞いた
き   

ところ、「仕事
し ご と

をしている（一般
いっぱん

就労
しゅうろう

など）」の割合
わりあい

は、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

が 27.6％、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は 29.1％、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は 31.8％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は 47.6％とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注
ちゅう

１）※１～※３は平成
へいせい

25年度
ね ん ど

、平成
へいせい

30年度
ね ん ど

では選択肢
せんたくし

「福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

をしている（就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ａ型
  がた

・Ｂ型
  がた

、就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

）」で調査
ちょうさ

していた。 

（注
ちゅう

２）※４は、平成
へいせい

30年度
ね ん ど

は選択肢
せんたくし

を設けて
もう    

いなかった。  

27.6 

23.2 

22.1 

0.4 

2.8 

2.4 

1.7 0.3 1.8 

67.3 

73.5 

75.0 

0.9 

0.5 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（2,669人）

平成30年度

（2,490人)

平成25年度

（2,659人)

仕事をしている

（一般就労など）

無回答
身体障害者

仕事を

していない就労継続支援A型

の事業所で働いて

いる ※１

就労継続支援B型の

事業所で働いている

※２

就労移行支援の

事業所で働いて

いる ※３

生活介護で工賃

をもらう生産活動

をしている ※４

福祉的就労をしている 2.4

31.8 

31.5 

22.3 

1.4 

11.8 

8.8 

12.2 

0.8 1.1 

51.5 

56.3 

68.7 

1.1 

0.4 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（871人）

平成30年度

（499人)

平成25年度

（537人)

精神障害者
仕事を

していない就労継続支援A型

の事業所で働い

ている ※1

就労継続支援B型

の事業所で働い

ている ※２

就労移行支援

の事業所で

働いている ※３

生活介護で工賃を

もらう生産活動を

している ※４

無回答

仕事をしている

（一般就労など）

福祉的就労をしている 14.4

29.1 

29.1 

28.1 

2.1 

34.7 

34.1 

24.4 

1.5 

13.8 27.5 

35.8 

37.3 

1.6 

0.4 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（864人）

平成30年度

（760人)

平成25年度

（810人)

仕事をしている
無回答

知的障害者
仕事を

していない就労継続支援A型

の事業所で働いて

いる ※１

就労継続支援B型

の事業所で働いて

いる ※２

就労移行支援の

事業所で働いて

いる ※３

生活介護で工賃

をもらう生産活動

をしている ※４

福祉的就労をしている 28.0

47.6 

37.5 

31.7 

0.7 

-

0.3 

0.4 

51.3 

62.2 

67.5 

-

0.3 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（1,075人）

平成30年度

（899人)

平成25年度

（1,034人)

仕事をしている

（一般就労など）
無回答難病患者 仕事を

していない

生活介護での

生産活動を

している ※４

福祉的就労をしている

（就労継続支援A型・

B型、就労移行支援）
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（２）雇用
こ よ う

形態
けいたい

〔複数
ふくすう

回答
かいとう

〕 

「仕事
し ご と

をしている（一般
いっぱん

就労
しゅうろう

など）」人
ひと

に雇用
こ よ う

形態
けいたい

を聞いた
き   

ところ、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は

「正規
せ い き

の職員
しょくいん

・従 業 員
じゅうぎょういん

」の割合
わりあい

が最も
もっと 

高く
た か  

（41.8％、48.0％）、次いで
つ   

「非正規
ひ せ い き

の職員
しょくいん

・

従 業 員
じゅうぎょういん

（パート・アルバイト・日雇
ひやとい

等
とう

（契約
けいやく

職員
しょくいん

、派遣
は け ん

職員
しょくいん

を含む
ふ く  

））」となっている（31.9％、

34.2％）。知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は「非正規
ひ せ い き

の職員
しょくいん

・従 業 員
じゅうぎょういん

（パート・アルバイト・日雇
ひやとい

等
とう

（契約
けいやく

職員
しょくいん

、派遣
は け ん

職員
しょくいん

を含む
ふく  

））」の割合
わりあい

が最も
もっと 

高く
た か  

（59.0％、61.7％）、次いで
つ   

「正規
せ い き

の職員
しょくいん

・

従 業 員
じゅうぎょういん

」となっている（37.8％、30.7％）。いずれの障害
しょうがい

種別
しゅべつ

でも「正規
せ い き

の職員
しょくいん

・従 業 員
じゅうぎょういん

」の

割合
わりあい

が平成
へいせい

30年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

から増加
ぞ う か

しており、特
とく

に知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は 12.0ポイントの増加
ぞ う か

となっている。 

 

 

  

41.8 

9.8 

31.9 

14.5 

1.5 - 2.0 2.0 

33.7 

9.9 

33.0 

17.5 

1.9 1.2 1.9 2.4 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

正
規
の
職
員
・
従
業
員

会
社
等
の
役
員

非
正
規
の
職
員
・
従
業
員

（
パ
ー
ト
･
ア
ル
バ
イ
ト
・

日
雇
等
（
契
約
職
員
・
派
遣

職
員
を
含
む
））

自
営
業

家
業
の
手
伝
い

内
職

そ
の
他

無
回
答

令和5年度（736人）

平成30年度（578人）

身体障害者

37.8 

-

58.6 

0.4 - 0.4 -
2.8 

25.8 

-

71.0 

- 0.9 - 0.9 
1.8 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

正
規
の
職
員
・
従
業
員

会
社
等
の
役
員

非
正
規
の
職
員
・
従
業
員

（
パ
ー
ト
･
ア
ル
バ
イ
ト
・

日
雇
等
（
契
約
職
員
・
派
遣

職
員
を
含
む
））

自
営
業

家
業
の
手
伝
い

内
職

そ
の
他

無
回
答

令和5年度（251人）

平成30年度（221人）

知的障害者

30.7 

0.4 

61.7 

4.3 
0.7 0.7 1.8 1.1 

21.0 

1.3 

66.9 

4.5 2.5 3.2 2.5 
-

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

正
規
の
職
員
・
従
業
員

会
社
等
の
役
員

非
正
規
の
職
員
・
従
業
員

（
パ
ー
ト
･
ア
ル
バ
イ
ト
・

日
雇
等
（
契
約
職
員
・
派
遣

職
員
を
含
む
））

自
営
業

家
業
の
手
伝
い

内
職

そ
の
他

無
回
答

令和5年度（277人）

平成30年度（157人）

精神障害者

48.0 

7.8 

34.2 

10.7 

1.4 0.2 0.4 0.2 

43.9 

5.6 

35.3 

11.0 

2.4 0.3 1.2 1.8 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

正
規
の
職
員
・
従
業
員

会
社
等
の
役
員

非
正
規
の
職
員
・
従
業
員

（
パ
ー
ト
･
ア
ル
バ
イ
ト
・

日
雇
等
（
契
約
職
員
・
派
遣

職
員
を
含
む
））

自
営
業

家
業
の
手
伝
い

内
職

そ
の
他

無
回
答

令和5年度（512人）

平成30年度（337人）

難病患者
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（３）１週間
しゅうかん

の就労
しゅうろう

日数
にっすう

 

「仕事
し ご と

をしている（一般
いっぱん

就労
しゅうろう

など）」人
ひと

に、１週間
しゅうかん

の就労
しゅうろう

日数
にっすう

を聞いた
き   

ところ、いずれの障害
しょうがい

種別
しゅべつ

でも「５日
  にち

以上
いじょう

」の割合
わりあい

が最も
もっと 

高く
た か  

なっている（69.0％、81.7％、72.2％、70.7％）。特
とく

に精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

については、「５日
にち

以上
いじょう

」の割合
わりあい

が平成
へいせい

30年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

よりも 14.2ポイント増
        ぞう

加
か

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.2 

5.0 

4.6 

3.5 

5.5 

7.3 

9.0 

11.8 

8.7 

11.5 

9.7 

10.0 

69.0 

61.1 

66.7 

2.7 

6.9 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（736人）

平成30年度

（578人）

平成25年度

（588人）

１日 無回答身体障害者 ５日以上２日 ３日 ４日

2.5 

6.4 

7.5 

3.2 

5.1 

8.3 

9.0 

12.7 

10.8 

10.8 

15.3 

18.3 

72.2 

58.0 

49.2 

2.2 

2.5 

5.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（277人）

平成30年度

（157人）

平成25年度

（120人）

１日 無回答精神障害者 ５日以上２日 ３日 ４日

2.3 

5.0 

3.0 

5.3 

3.3 

6.7 

9.8 

11.6 

9.8 

11.1 

10.7 

13.4 

70.7 

64.4 

65.5 

0.8 

5.0 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（512人）

平成30年度

（337人）

平成25年度

（328人）

１日 無回答難病患者 ５日以上２日 ３日 ４日

0.4 

0.5

-

0.8 

0.4 

1.2 

3.6 

3.1 

14.3 

7.7 

7.5 

81.7 

85.5 

88.2 

1.6 

2.7 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（251人）

平成30年度

（221人）

平成25年度

（228人）

１日 無回答知的障害者 ５日以上２日 ３日 ４日

-
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（４）１週間
しゅうかん

の労働
ろうどう

時間
じ か ん

 

「仕事
し ご と

をしている（一般
いっぱん

就労
しゅうろう

など）」人
ひと

に、１ 週 間
   しゅうかん

の労働
ろうどう

時間
じ か ん

を聞いた
き   

ところ、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は「40時間
じ か ん

以上
いじょう

」の割合
わりあい

が最も
もっと 

高く
た か  

（32.9％、37.3％）、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は「30～40時間
じ か ん

未満
み ま ん

」の割合
わりあい

が最も
もっと 

高く
た か  

なっている（46.2％、36.5％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.1 

18.3 

18.7 

9.6 

10.4 

11.7 

11.3 

11.1 

12.6 

25.4 

24.7 

20.9 

32.9 

28.7 

33.3 

2.7 

6.7 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（736人）

平成30年度

（578人）

平成25年度

（588人）

無回答身体障害者 10時間未満 10～20時間

未満
20～30時間

未満

30～40時間

未満
40時間以上

17.8 

16.0 

14.6 

10.2 

13.1 

15.2 

8.4 

11.3 

12.5 

25.8 

19.3 

19.2 

37.3 

35.3 

37.8 

0.6 

5.0 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（512人）

平成30年度

（337人）

平成25年度

（328人）

無回答難病患者 10時間未満 10～20時間

未満

20～30時間

未満

30～40時間

未満
40時間以上

10.4 

6.3 

10.1 

5.6 

9.0 

8.8 

22.3 

19.5 

17.5 

46.2 

46.2 

42.5 

13.1 

15.4 

19.7 

2.4 

3.6 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（251人）

平成30年度

（221人）

平成25年度

（228人）

無回答知的障害者 10時間

未満

10～20時間

未満
20～30時間

未満

30～40時間

未満

40時間以上

17.3 

16.6 

20.8 

9.7 

14.6 

17.5 

15.9 

19.1 

20.0 

36.5 

26.1 

15.0 

18.4 

20.4 

22.5 

2.2 

3.2 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和5年度

（277人）

平成30年度

（157人）

平成25年度

（120人）

無回答

精神障害者

10時間未満 10～20時間

未満
20～30時間

未満

30～40時間

未満
40時間以上

46.5 

54.9 
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（５）仕事
し ご と

（一般
いっぱん

就労
しゅうろう

）をしていない理由
り ゆ う

〔複数
ふくすう

回答
かいとう

〕 

福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

をしている人
ひと

、生活
せいかつ

介護
か い ご

で工賃
こうちん

をもらう生産
せいさん

活動
かつどう

をしている人
ひと

及
およ

び仕
し

事
ごと

をしていない

人
ひと

に、現在
げんざい

、企業
きぎょう

や公的
こうてき

機関
き か ん

などで働いて
はたら    

いない（一般
いっぱん

就労
しゅうろう

）していない理由
り ゆ う

を聞いた
き   

ところ、

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は「高齢
こうれい

のため（定年
ていねん

を含む
ふく  

）」が最も
もっと  

高く
た か  

（54.8%、55.8%）、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は「障害
しょうがい

が重く
おも  

企業
きぎょう

などで働く
はたら  

ことが難しい
むずか    

ため」が 56.6％、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は「健康面
けんこうめん

・

体力面
たいりょくめん

に不安
ふ あ ん

があるため」が 59.2％と最も
もっと  

高く
た か  

なっている。 

 

   

6.0 

23.7 
23.1 

2.9 
6.5 

0.6 0.9 
2.8 

54.8 

3.8 
0.6 

6.1 

9.513.2 

56.6 

22.9 
26.4 

18.4 

1.3 
1.7 0.7 

5.0 

2.5 2.2 

6.3 8.8

18.8 

28.8 

59.2 

30.3 

16.3 

0.9 
3.1 6.2 

14.9 

2.9 
3.3 

8.7 
6.07.1 

16.5 

38.4 

2.3 4.1 
0.5 0.9 

7.6 

55.8 

6.0 

-
4.8 4.1

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

自
分
が
希
望
す
る
仕
事
内
容

や
労
働
条
件
に
当
て
は
ま
る

仕
事
が
な
い

障
害
が
重
く
企
業
な
ど
で
働
く

こ
と
が
難
し
い
た
め

健
康
面
・
体
力
面
に
不
安
が

あ
る
た
め

人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が

難
し
い
た
め

受
け
入
れ
て
く
れ
る
職
場
が

見
つ
か
ら
な
い
た
め

会
社
倒
産
、
人
員
整
理
な
ど

学
校
な
ど
で
勉
強
し
て
い
る
た
め

家
庭
の
都
合

（
結
婚
、
育
児
、
介
護
な
ど
）

高
齢
の
た
め
（
定
年
を
含
む
）

企
業
や
公
的
機
関
な
ど
で

働
く
必
要
が
な
い
た
め

企
業
や
公
的
機
関
な
ど
で

働
き
た
く
な
い
た
め

そ
の
他

無
回
答

身体障害者（1,908人)

知的障害者（599人）

精神障害者（584人）

難病患者（563人）
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５ 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

による障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

 

（１）障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

による障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

状 況
じょうきょう

 

① 利用
り よ う

したサービス〔複数
ふくすう

回答
かいとう

〕 

自宅
じ た く

で生活
せいかつ

している身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

に障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

による障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの過去
か こ

１年間
  ねんかん

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

について聞いた
き   

ところ、「利用
り よ う

した」人
ひと

の割合
わりあい

は

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

が 29.5％、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は 62.8％、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は 35.3％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は 10.3％となって

いる。 

また、利用
り よ う

したサービスは、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は「居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプ）等
とう

（重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

、同行
どうこう

援護
え ん ご

、行動
こうどう

援護
え ん ご

、重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

を含む
ふく  

）」の割合
わりあい

が最も
もっと  

高く
た か  

（41.4％、

48.6％）、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

と精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は「自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
くんれん

、生活
せいかつ

訓練
くんれん

）、就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（A型
がた

・B型
がた

）、就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」の割合
わりあい

が最も
もっと  

高く
た か  

なっている（44.9％、59.7％）。 

 

 

 

  

41.4 

14.4 
16.1 16.6 

5.7 

24.3 

15.2 

2.0 

26.6 

11.7 

1.5 

17.5 24.7 
28.0 

44.9 

24.3 

5.6 

25.2 

0.2 

2.6 

37.6 

1.2 

24.8 

7.6 

7.9 

59.7 

8.6 

1.7 

8.9 

- 1.3 

30.4 

2.0 

48.6 

17.4 

11.9 

25.7 

2.8 

20.2 

11.9 

-

18.3 
12.8 

-
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
等

（
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
、

行
動
援
護
、
重
度
障
害
者
等

包
括
支
援
を
含
む
）

短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

生
活
介
護

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
、
生
活
訓
練
）
、

就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援

（
A
型
・
B
型
）
、
就
労
定
着
支
援

共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
、

自
立
生
活
援
助

補
装
具
費
支
給

移
動
支
援
事
業

意
思
疎
通
支
援
事
業
（
手
話
通
訳
、

要
約
筆
記
者
の
派
遣
等
）

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

相
談
支
援
事
業
（
計
画
相
談
、

地
域
移
行
支
援
、
地
域
定
着
支
援
）

そ
の
他

身体障害者（752人)

知的障害者（497人）

精神障害者（303人）

難病患者（109人）

利用した

29.5 

障害福祉サービスの

制度は知っている

が、利用していない

25.0 

障害福祉サービスの

制度を利用できること

を知らなかった

17.1 

無回答

28.4 

身体障害者

100％

（2,545人)

利用した

62.8 

障害福祉サービスの

制度は知っているが、

利用していない

14.5 

障害福祉サービスの

制度を利用できること

を知らなかった

6.3 

無回答

16.3 

知的障害者

100％

（791人)

利用した

35.3 

障害福祉サービスの

制度は知っている

が、利用していない

24.7 

障害福祉サービスの

制度を利用できること

を知らなかった

23.4 

無回答

16.6 

精神障害者

100％

（858人)

利用した

10.3 

障害福祉サービスの

制度は知っている

が、利用していない

38.5 

障害福祉サービスの

制度を利用できること

を知らなかった

26.6 

無回答

24.6 

難病患者

100％

（1,062人)

利用した障害福祉サービス
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（２）介護
か い ご

保険
ほ け ん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

 

① 介護
か い ご

保険
ほ け ん

で受けて
う   

いる在宅
ざいたく

サービス〔複数
ふくすう

回答
かいとう

〕 

令和
れ い わ

５年
  ねん

10月
がつ

11日
にち

現在
げんざい

、40歳
さい

以上
いじょう

の人
ひと

に、介護
か い ご

保険
ほ け ん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

を聞いた
き   

ところ、「利用
り よ う

して

いる」割合
わりあい

は、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

が 26.0％、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は 5.2％、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は 10.0％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は

18.4％となっている。 

また、利用
り よ う

している人
ひと

に、どのような内容
ないよう

の在宅
ざいたく

サービスを受けて
う   

いるか聞いた
き   

ところ、いずれの

障害
しょうがい

種別
しゅべつ

でも「ホームヘルプサービス（訪問
ほうもん

介護
か い ご

）」の割合
わりあい

が最も
もっと  

高く
た か  

なっている（47.3％、

64.7％、72.6％、44.6％）。 

 

  
利用している

18.4 

介護認定を受けて

いるが、利用していない

3.5 
介護認定を

受けていない

74.6 

無回答

3.4 

難病患者

100％

（960人)

介護認定を受

けていない

67.9 

介護認定を受け

ているが、利用

していない

3.9

無回答

23.0 

知的障害者

100％

（330人)

利用している

5.2
利用している

26.0 

介護認定を受け

ているが、利用し

ていない

5.8 

介護認定を受け

ていない

58.8 

無回答

9.5 

身体障害者

100％

（2,443人)

利用している

10.0 

介護認定を受

けているが、利

用していない

1.9

介護認定を受けてい

ない

81.3 

無回答

6.8 

精神障害者

100％

（621人)

47.3 

11.8 

28.7 

20.7 
26.0 

15.0 

9.1 8.4 

16.7 

5.8 

64.7 

23.5 

29.4 

5.9 

29.4 

5.9 5.9 

-

17.6 

5.9 

72.6 

9.7 

48.4 

16.1 
12.9 

12.9 

4.8 

11.3 9.7 

-

44.6 

22.6 

31.6 
37.3 

20.9 
22.0 

6.2 7.3 9.0 6.8 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

（
訪
問
介
護
）

訪
問
入
浴
介
護

訪
問
看
護

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
通
所
介
護
）

デ
イ
ケ
ア
（
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（
短
期
入
所
生
活
介
護
）

そ
の
他

在
宅
サ
ー
ビ
ス
は

受
け
て
い
な
い

無
回
答

身体障害者（634人)

知的障害者（17人）

精神障害者（62人）

難病患者（177人）

介護保険で受けている在宅サービス
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６ 施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

） 

（１）入所
にゅうしょ

している施設
し せ つ

の種類
しゅるい

 

施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

して生活
せいかつ

している身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

に、入所
にゅうしょ

している施設
し せ つ

の種類
しゅるい

を聞いた
き   

ところ、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

は「特別
とくべつ

養護
よ う ご

老人
ろうじん

ホーム」の割合
わりあい

が 28.9％、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は「障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

」の割合
わりあい

が 76.4％で最も
もっと  

高く
た か  

なっている。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）入所
にゅうしょ

を決めた
き   

人
ひと

 

施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

して生活
せいかつ

している身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

に、入所
にゅうしょ

を決めた
き   

人
ひと

は誰
だれ

かを聞いた
き   

と

ころ、「自分
じ ぶ ん

が決めた
き   

」の割合
わりあい

は、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

が 32.5％、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は 6.9％となっている。ま

た、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は「親
おや

が決めた
き   

」の割合
わりあい

が 76.4％で最も
もっと  

高く
た か  

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注
ちゅう

１）※１は、平成
へいせい

25年度
ね ん ど

、平成
へいせい

30年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

は「父親
ちちおや

、母親
ははおや

が決めた
き   

」としていた。 

（注
ちゅう

２）※２は、平成
へいせい

25年度
ね ん ど

、平成
へいせい

30年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

は「父親
ちちおや

、母親
ははおや

以外
い が い

の家族
か ぞ く

が決めた
き   

」としていた。 

 

障害者

支援施設

17.5 

特別養護老人

ホーム

28.9 

介護老人

保健施設

13.2 

病院等の医療機関

（療養介護・医療型

障害児入所施設）

18.4

その他

18.4

無回答

3.5 

身体障害者

100％

（114人)

障害者

支援施設

76.4 

特別養護

老人

ホーム

1.4 

介護老人

保健施設

-

病院等の医療機関

（療養介護・医療型

障害児入所施設）

8.3 

無回答

11.1

知的障害者

100％

（72人)

その他

2.8

32.5

59.6

7.9

27.3 

63.6 

9.1 

0%

20%

40%

60%

80%

自
分
が
決
め
た

自
分
以
外
の
人
が

決
め
た

無
回
答

令和5年度（114人）

平成30年（121人)

身体障害者

6.9

76.4

5.6

-

5.6 5.66.9 

72.4 

5.2 
3.4 

10.3 

1.7 

0%

20%

40%

60%

80%

自
分
が
決
め
た

親
が
決
め
た

※
1

親
以
外
の
家
族
が
決
め
た

※
2

左
記
以
外
の
親
族
が

決
め
た

そ
の
他

無
回
答

令和5年度（72人）

平成30年度（58人）

知的障害者
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７ 地域
ち い き

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

参加
さ ん か

等
とう

 

（１）平日
へいじつ

の日中
にっちゅう

主
おも

に過ごした
す   

場所
ば し ょ

 

過去
か こ

１年間
  ねんかん

の平日
へいじつ

の日中
にっちゅう

に過ごした
す   

場所
ば し ょ

を聞いた
き   

ところ、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は「自分
じ ぶ ん

の家
いえ

」の割合
わりあい

が最も
もっと  

高く
た か  

（66.9％、56.3％、64.6％）、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は「職場
しょくば

（福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の施設
し せ つ

を除く
のぞ  

）」の割合
わりあい

が 22.8％で最も
もっと  

高く
た か  

なっており、次いで
つ   

「通所
つうしょ

施設
し せ つ

」、「職場
しょくば

（福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の施設
し せ つ

）」となっている（22.2％、22.0％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（注
ちゅう

１）※１は生活
せいかつ

介護
か い ご

、デイケア、地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター等
とう

を含む
ふ く  

・福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の施設
し せ つ

は除く
のぞ  

。 

※２は生活
せいかつ

介護
か い ご

・自立
じ り つ

訓練
くんれん

事業所
じぎょうしょ

など。 

※３は生活
せいかつ

介護
か い ご

、デイセンター・地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター等
とう

を含む
ふく  

。 

（注
ちゅう

２）※４は、平成
へいせい

30年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

では「デイケア等
とう

」としていた。 

 

66.9 

15.9 

2.1 
0.5 

6.7 

3.7 1.6 2.5 

70.9 

14.2 

1.5 0.7 
5.3 4.9 

1.1 
1.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

自
分
の
家

職
場
（
福
祉
的
就
労

の
施
設
を
除
く
）

職
場
（
福
祉
的

就
労
の
施
設
）

学
校

通
所
施
設

※
１

入
所
施
設

そ
の
他

無
回
答

令和5年度（2,669人）

平成30年度（2,490人）

身体障害者

21.1 22.8 22.0 

1.2 

22.2 

6.7 

1.2 
2.9 

21.6 23.6 
25.7 

2.6 

16.8 

6.7 

0.5 2.5 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

自
分
の
家

職
場
（
福
祉
的
就
労

の
施
設
を
除
く
）

職
場
（
福
祉
的

就
労
の
施
設
）

学
校

通
所
施
設

※
１

入
所
施
設

そ
の
他

無
回
答

令和5年度（864人）

平成30年度（760人）

知的障害者

56.3 

21.6 

9.1 

1.4 2.6 
0.3 

3.3 
0.8 

2.9 1.7 

59.5 

17.6 

7.8 

1.4 3.0 1.4 2.8 1.8 1.0 
3.6 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

自
分
の
家

職
場
（
福
祉
的
就
労

の
施
設
を
除
く
）

職
場
（
福
祉
的

就
労
の
施
設
）

学
校

通
所
施
設

※
２

地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー

精
神
科
デ
イ
ケ
ア

※
４

入
所
施
設

そ
の
他

無
回
答

令和5年度（871人）

平成30年度（499人）

精神障害者

64.6 

30.0 

0.6 0.7 1.4 1.1 0.7 1.0 

68.4 

25.0 

- 0.3 1.3 
3.1 

0.6 1.2 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

自
分
の
家

職
場
（
福
祉
的
就
労

の
施
設
を
除
く
）

職
場
（
福
祉
的

就
労
の
施
設
）

学
校

通
所
施
設

※
３

入
所
施
設
・
病
院

そ
の
他

無
回
答

令和5年度（1,075人）

平成30年度（899人）

難病患者
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（２）趣味
し ゅ み

や社会
しゃかい

活動
かつどう

への参加
さ ん か

〔複数
ふくすう

回答
かいとう

〕 

過去
か こ

１年間
  ねんかん

に趣味
し ゅ み

や学習
がくしゅう

、スポーツ、社会
しゃかい

活動
かつどう

などの活動
かつどう

をしたか聞いた
き   

ところ、「参加
さ ん か

した」人
ひと

の割合
わりあい

は身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

が 51.6％、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は 64.6％、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は 59.6％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は 60.4％

となっている。 

また、参加
さ ん か

した活動
かつどう

は、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は「コンサートや映画
え い が

、スポー

ツなどの鑑賞
かんしょう

、見物
けんぶつ

」の割合
わりあい

が最も
もっと  

高く
た か  

（44.5％、54.9％、54.5％）、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は「旅行
りょこう

やアウ

トドアなどの余暇
よ か

活動
かつどう

」の割合
わりあい

が 46.4％で最も
もっと  

高く
た か  

なっている。 

              

 

  

44.5 
43.0 

42.0 

13.2 

21.8 

7.6 6.8 7.0

45.3 

34.4 

46.4 

4.5 

18.6 

2.2 

24.0 

8.6

54.9 

35.3 

32.2 

16.2 
18.1 

7.5 7.9 

11.8

54.5 

43.8 

52.2 

17.3 

20.5 

9.2 

1.5 

5.2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

コ
ン
サ
ー
ト
や
映
画
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

鑑
賞
、
見
物

健
康
維
持
等
を
目
的
と
し
た

運
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

旅
行
や
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
の
余
暇
活
動

学
習
活
動
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
含
む
）

趣
味
の
習
い
事
や
サ
ー
ク
ル
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

障
害
者
団
体
で
の
活
動

そ
の
他

身体障害者（1,377人）

知的障害者（558人）

精神障害者（519人）

難病患者（649人）

参加した

51.6 

活動をしたいと思うものはあるが、

体調や情報保障の面などの理由

で参加できない ※

10.7 

何か活動したい

と思うが、参加

したいものが見

つからない

8.6 

活動したい

と思わない

22.0 

その他

3.6 

無回答

7.2 

身体障害者

100％

（2,669人)

参加した活動内容

参加した

64.6 

活動をしたいと思うものはあるが、

体調や情報保障の面などの理由で参

加できない ※

6.6 

何か活動したい

と思うが、参加し

たいものが見つ

からない

10.0 

活動したいと

思わない

13.2 

その他

5.7 

無回答

5.6 

知的障害者

100％

（864人)

参加した

59.6 

活動をしたいと思うものはあるが、

体調や情報保障の面などの理由で

参加できない ※

13.8 

何か活動したい

と思うが、参加し

たいものが見つ

からない

7.1 

活動したいと

思わない

16.0 

その他

7.0 

無回答

3.6 

精神障害者

100％

（871人)

参加した

60.4 

活動をしたいと思うものはあるが、

体調や情報保障の面などの理由で

参加できない ※

18.2 

何か活動したい

と思うが、参加し

たいものが見つ

からない

7.0 

活動したい

と思わない

12.6 

その他

3.2 
無回答

1.9 

難病患者

100％

（1,075人)
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（３）社会
しゃかい

参加
さ ん か

をする上
うえ

で妨げ
さまた  

になっていること〔複数
ふくすう

回答
かいとう

〕 

社会
しゃかい

参加
さ ん か

をする上
うえ

で妨げ
さまた  

になっていることを聞いた
き   

ところ、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

は「電車
でんしゃ

やバスなどを

使って
つか    

の移動
い ど う

が不便
ふ べ ん

」の割合
わりあい

が 21.4％、「道路
ど う ろ

や駅
えき

などの利用
り よ う

が不便
ふ べ ん

」が 15.7％となっている。

一方
いっぽう

、「特
とく

にない」の割合
わりあい

は、42.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注
ちゅう

１）平成
へいせい

30年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

では、※１は「障害者
しょうがいしゃ

の参加
さ ん か

を想定
そうてい

していないため、通訳
つうやく

、文字
も じ

表示
ひょうじ

、点字
て ん じ

など配慮
はいりょ

がされていない」として

いた。 

   
 

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は「まわりの人
ひと

の障害者
しょうがいしゃ

に対する
たい    

理解
り か い

不足
ぶ そ く

」の割合
わりあい

が 18.1％、「一緒
いっしょ

に行く
い  

仲間
な か ま

がい

ない」が 17.9％となっている。一方
いっぽう

、「特
とく

にない」の割合
わりあい

は、35.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注
ちゅう

２）平成
へいせい

30年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

では、※２は「道路
ど う ろ

や駅
えき

などの表示
ひょうじ

が分からない
わ     

」としていた。 

15.7 

21.4 

5.7 

0.1 

7.9 6.6 

1.8 

8.2 

0.9 
2.4 

6.8 

2.6 3.6 

9.1 

42.9 

7.6 

19.0 20.5 

6.0 

0.4 

8.7 

5.3 
2.3 

9.2 

1.3 1.9 

7.0 

2.1 2.4 

11.2 

43.4 

3.6 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

道
路
や
駅
な
ど
の
利
用
が
不
便

電
車
や
バ
ス
な
ど
を
使
っ
て
の

移
動
が
不
便

利
用
す
る
建
物
の
設
備
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い

点
字
版
が
古
い
、
破
損
等
に
よ
り

利
用
が
不
便

介
助
者
が
い
な
い

情
報
が
な
い

F
A
X
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
連

絡
方
法
の
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

参
加
連
絡
な
ど
の
問
合
せ
が
で
き
な
い

ま
わ
り
の
人
の
障
害
者
に

対
す
る
理
解
不
足

障
害
を
理
由
に
施
設
等
の

利
用
を
拒
否
さ
れ
る

適
切
な
指
導
者
が
い
な
い

一
緒
に
行
く
仲
間
が
い
な
い

要
約
筆
記
、
手
話
通
訳
、
字
幕
・
文
字
表
示
、
点

字
な
ど
の
準
備
が
さ
れ
て
い
な
い
※
1

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
等
を
つ
け
て
外
出
し
て
い
る

が
、
必
要
な
配
慮
が
さ
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

令和5年度（2,669人）

平成30年度（2,490人)
身体障害者
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16.7 17.6 

9.1 

18.1 

0.8 
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17.9 

3.5 
6.1 

35.9 

7.3 

13.2 14.9 13.9 

5.9 

20.3 

1.8 

8.0 

15.4 

4.1 

9.9 

38.2 

3.8 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

道
路
や
駅
な
ど
の
利
用
が
不
便

※
２

電
車
や
バ
ス
な
ど
を
使
っ
て
の

移
動
が
不
便

介
助
者
が
い
な
い

情
報
が
な
い

ま
わ
り
の
人
の
障
害
者
に

対
す
る
理
解
不
足

障
害
を
理
由
に
施
設
等
の

利
用
を
拒
否
さ
れ
る

適
切
な
指
導
者
が
い
な
い

一
緒
に
行
く
仲
間
が
い
な
い

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
等
を
つ
け
て
外
出
し
て
い

る
が
、
必
要
な
配
慮
が
さ
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

令和5年度（864人）

平成30年度（760人)

知的障害者
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精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は「経済的
けいざいてき

な理由
り ゆ う

」の割合
わりあい

が 37.4％、「まわりの人
ひと

の障害者
しょうがいしゃ

に対する
たい    

理解
り か い

不足
ぶ そ く

」が

20.4％となっている。一方
いっぽう

、「特
とく

にない」の割合
わりあい

は、27.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注
ちゅう

３）平成
へいせい

30年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

では、※３は「介助者
かいじょしゃ

がいない」としていた。 

 

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は「病 状
びょうじょう

に変化
へ ん か

があること」の割合
わりあい

が 30.9％、「経済的
けいざいてき

な理由
り ゆ う

」が 17.9％となってい

る。一方
いっぽう

、「特
とく

にない」の割合
わりあい

は、43.1％となっている。 
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経
済
的
な
理
由

支
援
者
が
い
な
い

※
3

情
報
が
な
い

ま
わ
り
の
人
の
障
害
者
に

対
す
る
理
解
不
足

障
害
を
理
由
に
施
設
等
の

利
用
を
拒
否
さ
れ
る

適
切
な
相
談
相
手
が
い
な
い

一
緒
に
行
く
仲
間
が
い
な
い

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
等
を
つ
け
て
外
出
し
て
い

る
が
、
必
要
な
配
慮
が
さ
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

令和5年度（871人）

平成30年度（499人)

精神障害者

17.9 

5.5 
6.5 

8.4 

30.9 

4.0 
3.4 4.2 

2.5 

7.3 

43.1 

2.0 

11.3 
7.1 5.9 8.0 

26.1 

3.8 2.0 4.0 
2.3 

11.7 

45.2 

1.7 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

経
済
的
な
理
由

介
助
者
が
い
な
い

情
報
が
な
い

周
り
の
人
の
難
病
患
者
に

対
す
る
理
解
不
足

病
状
に
変
化
が
あ
る
こ
と

病
状
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る

施
設
が
無
い
こ
と

適
切
な
相
談
相
手
が
い
な
い

一
緒
に
行
く
仲
間
が
い
な
い

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
等
を
つ
け
て
外
出
し
て

い
る
が
、
必
要
な
配
慮
が
さ
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

令和5年度（1,075人）

平成30年度（899人)
難病患者
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（４）障害
しょうがい

又
また

は難病
なんびょう

のためにあきらめたり妥協
だきょう

したこと〔複数
ふくすう

回答
かいとう

〕 

障害
しょうがい

又
また

は難病
なんびょう

のためにあきらめたり妥協
だきょう

せざるを得なかった
え

ことがあるか聞いた
き   

ところ、平成
へいせい

30

年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

と比較
ひ か く

してすべての障害
しょうがい

種別
しゅべつ

で「人付き合い
ひとつ   あ   

」の項目
こうもく

が増えて
ふ   

おり、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

が

17.6％、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は 31.4％、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は 39.4％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は 17.4％となっている。 

一方
いっぽう

、「特
とく

にない」の割合
わりあい

は、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

が 36.2％、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は 27.7％、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は

19.6％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は 32.6％となっている。 
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36.2 

4.5 4.8 

13.4 
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18.6 
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*
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37.3 
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50%

進
学

就
職

恋
愛

※
1

結
婚

出
産
・
育
児

人
付
き
合
い

近
距
離
の
外
出

旅
行
や
遠
距
離
の
外
出

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
お
し
ゃ
れ

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

好
き
な
食
事
や
嗜
好
品

（
お
酒
、
た
ば
こ
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
）

※
2

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

令和5年度（2,669人)

平成30年度（2,490人)
身体障害者
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出
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人
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き
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い

近
距
離
の
外
出

旅
行
や
遠
距
離
の
外
出

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
お
し
ゃ
れ

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

好
き
な
食
事
や
嗜
好
品

（
お
酒
、
た
ば
こ
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
）

※
2

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

令和5年度（864人)

平成30年度（760人)
知的障害者
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（注
ちゅう

１） ※１は、平成
へいせい

30年度
ね ん ど

調査
ちょうさ

では「異性
い せ い

との付き合い
つ  あ  

」としていた。 

（注
ちゅう

２） ※２は、平成
へいせい

30年度
ね ん ど

は選択肢
せんたくし

を設けて
もう    

いなかった。 
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41.9 

28.0 
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31.7 
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13.7 
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19.6 
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1

結
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出
産
・
育
児

人
付
き
合
い

近
距
離
の
外
出

旅
行
や
遠
距
離
の
外
出

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
お
し
ゃ
れ

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

好
き
な
食
事
や
嗜
好
品

（
お
酒
、
た
ば
こ
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
）

※
2

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

令和5年度（871人)

平成30年度（499人)
精神障害者
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17.4 
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19.8 
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32.6 
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12.5 
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44.5 

10.3 

26.3 
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35.6 
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40%

50%

進
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恋
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※
1

結
婚

出
産
・
育
児

人
付
き
合
い

近
距
離
の
外
出

旅
行
や
遠
距
離
の
外
出

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
お
し
ゃ
れ

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

好
き
な
食
事
や
嗜
好
品

（
お
酒
、
た
ば
こ
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
）

※
2

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

令和5年度（1,075人）

平成30年度（899人）
難病患者
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（５）必要
ひつよう

な福祉
ふ く し

サービス等
とう

 

① 地域
ち い き

生活
せいかつ

をする上
うえ

で必要
ひつよう

な福祉
ふ く し

サービス等
とう

〔複数
ふくすう

回答
かいとう

〕 

（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

） 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

に、地域
ち い き

生活
せいかつ

をしたり、しようとする上
うえ

で、必要
ひつよう

な福祉
ふ く し

サービス等
とう

は何
なに

かを聞いた
き   

ところ、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は「医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

」の割合
わりあい

が最も
もっと  

高く
た か  

（22.7％、30.8％）、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は「生活
せいかつ

をしていくのに困らない
こ ま     

収 入
しゅうにゅう

が得られる
え    

こと」が

33.8％で最 も
もっと   

高く
た か  

なっている。 
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0%

10%
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40%

50%

障
害
者
が
暮
ら
し
や
す
い

住
宅
の
整
備

駅
や
道
路
に
お
け
る

段
差
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

就
労
の
場
の
確
保

雇
用
施
策
の
充
実

所
得
保
障

総
合
的
な
相
談
事
業
の
充
実

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

日
中
活
動
の
場
の
充
実

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

外
出
に
か
か
わ
る
支
援
の

充
実

意
思
疎
通
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）
支
援
の
充
実

情
報
提
供
面
で
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
（
字
幕
・
文
字
表
示
、

音
声
案
内
な
ど
）
※
1

生
活
全
般
に
か
か
わ
る

情
報
提
供
の
充
実

相
談
相
手
の
確
保
や

人
間
関
係
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス

障
害
に
対
す
る
周
囲
の
人

の
理
解

医
療
の
充
実

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

充
実

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

令和5年度（2,669人）

平成30年度（2,490人）

身体障害者
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10%
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50%

障
害
者
が
暮
ら
し
や
す
い
住
宅
を
増

や
す
こ
と

駅
や
道
路
に
お
け
る
段
差
な
ど
を
少

な
く
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
す
る
こ
と

働
く
こ
と
の
で
き
る
場
所
を
増
や
す

こ
と

仕
事
に
つ
く
た
め
に
必
要
な
支
援
を

十
分
に
受
け
ら
れ
る
こ
と

生
活
を
し
て
い
く
の
に
困
ら
な
い
収

入
が
得
ら
れ
る
こ
と

困
っ
て
い
る
時
に
相
談
で
き
る
人
や

場
所
を
増
や
す
こ
と

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が
使
い
た
い

と
き
に
使
え
る
こ
と

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
使
い
た

い
と
き
に
使
え
る
こ
と

日
中
活
動
の
場
が
十
分
に
あ
る
こ
と

外
出
の
と
き
に
必
要
な
支
援
を
十
分

に
受
け
ら
れ
る
こ
と

ま
わ
り
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
と
き
に
必
要
な
支
援
を
十

分
に
受
け
ら
れ
る
こ
と

知
り
た
い
情
報
を
自
分
の
好
き
な
方

法
で
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

生
活
し
て
い
く
う
え
で
必
要
な
情
報

が
十
分
に
得
ら
れ
る
こ
と

悩
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
必
要
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
こ
と

ま
わ
り
の
人
に
自
分
の
障
害
の
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
え
る
こ
と

病
気
や
け
が
な
ど
必
要
な
と
き
に
十

分
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

自
分
が
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
十
分
に
受
け
ら
れ
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

令和5年度（864人）

平成30年度（760人）

知的障害者
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住
宅
の
整
備

駅
や
道
路
に
お
け
る

段
差
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

就
労
の
場
の
確
保

雇
用
施
策
の
充
実

所
得
保
障

総
合
的
な
相
談
事
業
の
充
実

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

日
中
活
動
の
場
の
充
実

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

外
出
に
か
か
わ
る
支
援
の

充
実

意
思
疎
通
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）
支
援
の
充
実

情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

生
活
全
般
に
か
か
わ
る

情
報
提
供
の
充
実

相
談
相
手
の
確
保
や

人
間
関
係
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス

周
囲
の
人
の
理
解

医
療
の
充
実

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

充
実

訪
問
看
護
の
充
実

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

令和5年度（1,075人）

平成30年度（899人）

難病患者
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② 今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい福祉
ふ く し

サービス等
とう

〔複数
ふくすう

回答
かいとう

〕（精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

） 

今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい福祉
ふ く し

サービス等
とう

について聞いた
き   

ところ、「相談
そうだん

サービス（地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター等
とう

）」の

割合
わりあい

が 18.3％で最 も
もっと   

高く
た か  

、次いで
つ   

、就労
しゅうろう

支援
し え ん

サービス（17.8％）、情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

（16.5％）となっ

ている。 
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35.7
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0%

10%

20%

30%

40%

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

通
所
サ
ー
ビ
ス
（
就
労
移
行

支
援
事
業
所
な
ど
）

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス

相
談
サ
ー
ビ
ス
（
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
障
害
者
就
業

・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

外
出
に
か
か
わ
る
支
援
の
充
実

情
報
提
供
の
充
実

訪
問
看
護

デ
イ
ケ
ア

苦
情
処
理
（
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
）

自
助
グ
ル
ー
プ
活
動

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

令和5年度（871人）

平成30年度（499人）

精神障害者
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（６）将来
しょうらい

どこで暮らしたい
く     

か 

将来
しょうらい

どこで暮らしたい
く    

と思う
おも  

か聞いた
き   

ところ、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は「家族
か ぞ く

と一緒
いっしょ

に暮らしたい
く    

」の割合
わりあい

が最も
もっと  

高く
たか  

（45.1％、41.0％、56.5％）、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は「一人暮らし
ひ と り ぐ   

をしたい（またはパートナーと暮らしたい
く    

）」が 40.1％と最も
もっと  

高く
た か  

なっている。 

また、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は「グループホームでずっと暮らしたい
く    

」の割合
わりあい

が 16.2％となっている。 
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4.8 

42.6

52.1

41.1
44.7

33.9
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4.6
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55.9
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16.9
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17.1 

21.7 

33.4 

60.4 

3.6 

16.7 

2.1 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

災
害
の
内
容
や
避
難
指
示
等
の
情
報

を
入
手
（
理
解
を
含
む
）
で
き
る
か

適
切
に
行
動
（
避
難
や
広
域
避
難

場
所
へ
の
移
動
等
）
で
き
る
か

自
ら
の
状
況
や
必
要
な
支
援
内
容
を
周
囲
の

人
や
家
族
等
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

周
囲
の
人
か
ら
必
要
と
す
る
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
か

避
難
所
等
に
お
い
て
、
必
要
な
相
談
、
介
護
、

看
護
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

避
難
所
等
に
、
必
要
な
設
備
、
食
料
、

医
薬
品
等
が
あ
る
か

そ
の
他

特
に
不
安
は
な
い

無
回
答

身体障害者（2,669人）

知的障害者（864人）

精神障害者（871人）

難病患者（1,075人）
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８ 災害
さいがい

関係
かんけい

 

（１）災害
さいがい

時
じ

に不安
ふ あ ん

を感じる
かん    

こと〔複数
ふくすう

回答
かいとう

〕 

災害
さいがい

時
じ

に不安
ふ あ ん

を感じる
かん    

ことは何
なに

かを聞いた
き   

ところ、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は「適切
てきせつ

に行動
こうどう

（避難
ひ な ん

や広域
こういき

避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

への移動
い ど う

等
とう

）できるか」の割合
わりあい

が最 も
もっと   

高く
た か  

（48.0％、52.1％）、次いで
つ   

、

「避難所
ひなんじょ

等
とう

に、必要
ひつよう

な設備
せ つ び

、食 料
しょくりょう

、医薬
い や く

品等
ひんとう

があるか」となっている（47.1％、49.2％）。 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は「避難所
ひなんじょ

等
とう

に、必要
ひつよう

な設備
せ つ び

、食 料
しょくりょう

、医薬
い や く

品等
ひんとう

があるか」の割合
わりあい

が

最 も
もっと   

高く
た か  

（55.9％、60.4％）、次いで
つ   

、「適切
てきせつ

に行動
こうどう

（避難
ひ な ん

や広域
こういき

避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

への移動
い ど う

等
とう

）できるか」

となっている（49.9％、43.1％）。 
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災
害
の
内
容
や
避
難
指
示
等
の
情
報

を
入
手
（
理
解
を
含
む
）
で
き
る
か

適
切
に
行
動
（
避
難
や
広
域
避
難

場
所
へ
の
移
動
等
）
で
き
る
か

自
ら
の
状
況
や
必
要
な
支
援
内
容
を
周
囲
の

人
や
家
族
等
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

周
囲
の
人
か
ら
必
要
と
す
る
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
か

避
難
所
等
に
お
い
て
、
必
要
な
相
談
、
介
護
、

看
護
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

避
難
所
等
に
、
必
要
な
設
備
、
食
料
、

医
薬
品
等
が
あ
る
か

そ
の
他

特
に
不
安
は
な
い

無
回
答

身体障害者（2,669人）

知的障害者（864人）

精神障害者（871人）

難病患者（1,075人）
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（２）災害
さいがい

に備えて
そな    

、障害
しょうがい

特性
とくせい

や難病
なんびょう

に応じた
おう    

特別
とくべつ

な対策
たいさく

をとっているか〔複数
ふくすう

回答
かいとう

〕 

災害
さいがい

に備えて
そな    

、障害
しょうがい

特性
とくせい

や難病
なんびょう

に応じた
おう    

特別
とくべつ

な対策
たいさく

をとっているか聞いた
き   

ところ、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

は「避難所
ひなんじょ

等
とう

において医療
いりょう

が受けられる
う     

よう、お薬
  くすり

手帳
てちょう

などに

より医
い

薬品
やくひん

や病 状
びょうじょう

等
とう

の情報
じょうほう

を記録
き ろ く

している」の割合
わりあい

が最 も
もっと   

高く
た か  

（31.9％、34.7％、39.0％）、

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は「災害
さいがい

時
じ

や緊急
きんきゅう

時
じ

に連絡
れんらく

できるよう、家族
か ぞ く

や知人
ち じ ん

等
とう

の連絡先
れんらくさき

を持って
も   

いる」が

33.2％で最 も
もっと   

高く
た か  

なっている。 

また、「どんな対策
たいさく

をすればよいかわからない」と回答
かいとう

した人
ひと

は身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

では 11.3％、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

では 14.5％、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

では 17.7％、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

では 11.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注
ちゅう

）※1は、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

、精神
せいしん

障害者向け
しょうがいしゃむ  

の調査
ちょうさ

では選択肢
せんたくし

を設けて
もう    

いない。 

20.0

31.9

29.1

11.7

16.4
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1.1
*

3.0

10.9

1.1
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27.9

4.2

20.5

27.9

33.2

14.7 14.4
12.3

2.2

*

2.9

19.4

2.7

14.5

22.2

3.9

17.7

34.7

27.0

7.7

14.4

3.8

0.7
*

2.2

10.6

0.8

17.7

27.9

1.8

25.4

39.0

30.2

7.4

18.7

3.8

0.6
-

2.1

7.8

1.0

11.7

28.7

2.0

0%

10%

20%

30%

40%

災
害
時
の
非
常
持
出
用
品
、
備
蓄
品
の
中
に
、
障
害
特
性
に

応
じ
て
必
要
な
医
薬
品
、
食
料
等
を
用
意
し
て
い
る

※
１

避
難
所
等
に
お
い
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
お
薬
手
帳

な
ど
に
よ
り
医
薬
品
や
病
状
等
の
情
報
を
記
録
し
て
い
る

災
害
時
や
緊
急
時
に
連
絡
で
き
る
よ
う
、
家
族
や
知
人
等
の

連
絡
先
を
把
握
し
て
い
る

災
害
時
や
緊
急
時
に
支
援
し
て
く
れ
る
よ
う
、

家
族
や
知
人
等
に
対
し
て
、
お
願
い
し
て
い
る

災
害
時
に
避
難
す
る
広
域
避
難
場
所
や

福
祉
避
難
所
を
知
っ
て
い
る

地
域
や
自
治
体
で
作
る
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に

名
前
、
住
所
等
を
登
録
し
て
い
る

個
別
避
難
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る

人
工
呼
吸
器
使
用
者
災
害
時
個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
て
い
る

※
２

区
市
町
村
等
が
実
施
す
る
避
難
訓
練
に
参
加
し
て
い
る

災
害
時
に
障
害
が
あ
る
こ
と
を
周
囲
の
人
に
気
付
い
て

も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る

（
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
、
災
害
バ
ン
ダ
ナ
等
）

そ
の
他

ど
ん
な
対
策
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

特
に
対
策
を
と
っ
て
い
な
い

無
回
答

身体障害者（2,669人）

知的障害者（864人）

精神障害者（871人）

難病患者（1,075人）


